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～一つの地域で 25 年間続いた械闘争 

「中外法学」という中国国内の学術誌は 1993 年 1 月号の論文で、例えば江西

省の吉安県では 88 年から 90 年迄に 24 件の宗族械闘が起きて、9 名の死者と

81 名の負傷者が出たと。 

もう一つの論文は「中国農村観察」という国内誌の 1993 年 5 月号で人口 60 万

人余り、蒼南県江南地区では 67～92 年迄の 25 年間で大小 1 千件以上も起き 

20 名死亡、負傷 39 名、焼失家屋 218 軒、参加人員も数百から双方で数千人が

決戦に加わる。 

～祠堂の太鼓がなると義務が生じる 

1979 年 6 月に行われた闘いでは 18～52 才迄の族人男子は参加を命じられ従わ

ないと村八分になるだけでなく罰金を科される、参加すると手当が支給され、

期間中は飲み食いすることも出来る。 

 婦女子も動員され食事の提供、戦闘に参加する場合もある、族人達は一致団結

して警察の捜査に非協力的態度を取り、捜査を妨害するのが普通である。 

祖先への位牌を拝んで、一致団結して戦うことを誓い戦場へと向かう、決着が

つくと、同じ病院で鉢合わせしても闘いの続きはしない、戦死者が出た場合は 

 遺骸は丁重に回収されて盛大な葬式が行われ、遺族に見舞金が支払らわれる。 

 負傷者の医療費は負担され、通常の仕事に戻れるまで生活費が支給される。 

 支出の財源は経済力に応じて分担金を徴求され、拒否することは許されない。 

～易姓革命も一種の宗族械闘 

中国有史以来の歴代王朝は全部、特定の氏名を持つ一族の所有物である。 

漢王朝は劉邦を先祖として、唐王朝は李氏一族で天下国家は自分たちの私物で

あり財産である、天下の人民は全て彼らの奴隷で収奪の対象でしかない、天下

最大の宗族なのである、絶対的支配、伝統の政治構造。 

 別の一族が乱を起こし、現王朝を潰し自分達の一族を頂点とした新王朝樹立。 

 易姓革命がどれほど繰り返されても、どこかの一族の所有物である政治構造

は基本的に変わらない、中国の政治と社会を支配しているのは一族イズムだ。 

第 4 章 「共産党 VS.宗族」の勝者 

～近代国家に温存された宗族制度 

中国共産党登場以来、政権奪取の為に進めた「土地革命」に於いて「人民公社

運動」で中国伝統の“宗族制度”に対する徹底的な殲滅作戦が展開された、  



しかし、それでも危機を乗り越え生き延びた。 

 中華民国の作り上げた近代国家の行政システムは宗族を排除するのではなく 

 国家権力と共同で機能を果たしていた、むしろ強化さえされていた事になる。 

～中国共産党によって引き起こされた「共産革命」が一部の地域で猛威を振った。 

 宗族を目の敵にした共産革命＝中国共産党は創立の当時から宗族制度の破壊

をその革命の「任務」の一つとしていることは明らかで、更に 1927 年 5 月 

 第 5 回全国大会を開き「農村地域の宗族を解体し族産・族田を没収して農民に

分配する」との方針を定めた。 

～毛沢東が槍玉にあげた権力「中国の農村社会には 4 つの権力がある」 

① 国家で中華民国の国家体制  

② 宗教で中国の 3 大宗教の儒教、道教、仏教  

③  農村地域に大きな勢力を持つ「宗族」 

④ 「夫権」男尊女卑 

～「一村・一焼・一殺」の共産革命と宗族 

どこかの村をターゲットに選んで村のならず者を味方につけ、共産党軍が村に

乱入、家族全員拘束、土地所有書（地契）を持ちだして貧しい農民を搾取した、

という名目で死刑を言い渡し、地契を燃やし地主の持つ土地を全て村民に平等

に分配すると宣告する、地主の家から没収された金銀財宝・現金は全部共産党

の懐に入り、家具は村のならず者にご褒美として配り、地主の家は火をつけて

焼き払うのが共産党の習わしだった。 

～宗族組織を破壊して共産党村支部を作る 

共産党の宗族に対する本格的な「一掃作戦」は「中華ソビエト共和国土地法」

を作り法的根拠とした。宗族の所有する祠堂、族田、族財、郷士、地主の所有

する全てを没収し、政権の管理する「公田公産」とするのか、農民に分配する

のかを「法律」として定めた。 

 共産党村支部を作り中心メンバーは村々のならず者・ごろつき達で悪徳の塊

である者達が権力を握り村の支配者の地位を得て宗族は致命的打撃を受けた。 

～共産党を助けた日中戦争 

蒋介石の率いる中華民国政府の政府軍が共産党政権に対する殲滅作戦で政府

軍と宗族勢力の挟み撃ちに合い共産党軍は徐々に敗色濃厚となっていった 

「長征」と称する生き残りの大撤退、大移動を始めた。 

 37 年 7 月 7 日盧溝橋事件をきっかけに日中戦争が全面的に勃発した。 

蒋介石の率いる国民政府軍は共産党軍に対する殲滅作戦展開の余力はもはや

ない、中国共産党は国民政府軍との停戦及び「抗日民族統一戦線」の結成を呼

び掛け、結局「民族団結」の大義名分と国民世論に抗しがたく共産党要求を受

け入れた。 



 45 年迄の日中戦争の 8 年間、中国共産党軍は戦争の前線から逃れ勢力の拡大

に専念できた。日本の対米敗戦によって日中戦争が終了すると政府軍と全面

戦争を敢行、4 年間で中国全土を制圧、更に共産党による宗族一掃作戦開始。 

～「土地改革」という名の宗族殲滅作戦 

全国各地に共産党幹部からなる工作隊を送り込み、人民解放軍をバックに暴力

と政治的強制力を用いて村のならず者やゴロツキを動員して地主の土地や 

財産を奪う事から始め、金銀財宝の類は国庫に納め、郷紳や地主を裁判にかけ、

処刑をその場で執行した、「一焼き」は省略され、共産党政権の末端組織の   

農民協会・党支部のオフィスとなった。 

 その結果、3 億の農民は約１ヘクタールの耕地をただで手に入れ、つるし上げ

られた約 600 万人の郷紳・地主の中の約 270 万人は命を落とした。 

わずか数年間で中国農村部に１千年以上も根を下ろしていた宗族勢力は正に

一掃された。 

～「悪魔の理論」を農村に持ち込んだ 

宗族共同体を潰すために、共産党が無理やりに「階層の論理」を宗族の中に持

ち込み、先ず同じ宗族の人々を「地主」や「富農」「貧農」等の異なった階層

に分け族人同士の分断を図った、その上で共産党は更に「階級意識」と「階級

感情」を族人の心に叩き込む事によって彼らの間で敵対関係を作り、憎しみ合

うような感情を植え付けたのである。 

～共産党支配下の宗族無き宗族組織 

人民公社こそは正に共同体としての政経一体の社会集団で、生産集団であり、

行政機関でもあり、日本でいう村役場の行政機能を全部担っていて社員である

農民達を管理するので党委員会書記は人民公社の最高責任者となる。 

又人民公社は学校を開いたり診療所を持ったり、社員である農家は教育・医療・

社会福祉の全てを人民公社に頼って生きる。 

～人民公社における宗族勢力の復活 

劉堡村の場合、劉氏一族は清王朝が崩壊してからも健在であったが 1947 年 

共産党の「土地改革」で 8 戸の地主は崩壊した。 

 人民公社の時代にいかに復活してきたのか、その実態は日本で発行された 2 つ

の文献が非常に役に立つ。 

東大出版会の「劉堡 中国東北地方の宗族とその変容」もう一つは創文社の 

「中国の宗族と政治文化」ともに日本で学んだ中国人学者の手によるもので、

現地調査に基づいて実態を克明に描き出している。 

 1950 年代末に人民公社が創設されて 70 年代まで劉堡村の政治権力は NO1 に

劉氏一族から、NO2 は小姓出身の王龍臣により政治権力は分断されていたが、

宗族 VS 非宗族の暗闘が繰り返された。 



王龍臣と彼の「圏子」の人々は村の生産大隊の財産や富を横領し私腹を肥やし、

私利私欲の拡大に狂奔し、新しい「搾取階級」となった。 

劉氏一族の宗族意識は完全に蘇ってきたのである。 

 1987 年の現地調査では劉氏一族は正に「大性」として絶大な勢力を復活した。 

～黄氏一族の復活 

1987 年、義序村黄氏一族の出自の台湾人、王天書が帰郷し宗族伝統の衰退に 

心を痛め、本格的な組織的宗族活動が開始され、共産党幹部だった黄秀鑾氏が

88 年に帰郷し郷紳となり活動再開の中心人物になった。 

 族譜の刊行で宗族意識が刺激・喚起され、再興の第二弾は 93 年から始まった

祠堂の建設である、理事会（常務 17 名理事 49 名）6 つの部会で再建に取り組

んだ、7 つの村から合計 540 人 150 万元と海外の宗親から 168 万元が集まって

祖先の位牌を置く壇の面積だけで 75 ㎡あった、落成式には福建省や地元の 

新聞やテレビ局の代表も並び盛大な祝賀会で宗族の復興を内外にアッピール。 

～宗族の原理が共産党を支配した 

1950 年代初期から 80 年代初期の人民公社解体迄の 30 年間中国共産党が全力

を挙げて壊滅作戦を展開したが完全に失敗した「一族イズム」という宗族の 

基本理念と行動原理は毛沢東時代の共産主義の理想に対する完全な勝利を収

めた上で、鄧小平改革時代以来の中国人民の共通した行動原理となった。 

今の中国では自分達一族の為には手段を選ばないというのは正に社会の最大

のコンセンサスになって永遠不滅なのである。 

第 5 章 中国史を動かす一族イズム 

～「麻薬生産集団」と化した宗族の悪勢力 

江沢民と胡錦涛政権では村民の直接選挙による村長と村民委員会の選出は 

農村政治の基本として実行されている。 

 村民自治は宗族勢力の復活に力を貸すことになった、宗族はいよいよ増長し

てしまい、その悪しき本性をむき出しにしてきた。 

1990 年代から 2000 年代に於ける宗族械闘の拡大化と深刻化は「悪勢力」と化

して、あらゆる悪事を集団的に働くような現象が全国に広がった。 

例えば一族が勝手に村の近くを走る国道に「料金所」を設置、偽物作りに励む

ようなケースはむしろ可愛いケースで大きな宗族全体が「麻薬生産集団」と化

して全国に向け麻薬量産を行うケースや、「偽札生産基地」となって人民元の

偽札を大量に刷って出荷するケースも続出、村人全員で「中国では違法」の  

アダルトビデオの制作を完結等・・・ 

 大規模な流血を避けたい当局は共産党政権にとって宗族は最早手に負えない。 

～再び始まった共産党の宗族掃討作戦 

姿勢の転換を明確にした習近平政権は 13 年から 16 年迄で 25 万人摘発した 



腐敗撲滅運動のすさまじさが分かる、或る意味では一族イズムとの闘いであり

宗族の行動原理に宣戦布告した訳だ。 

 17 年から中国共産党は全国の宗族に対する宣戦布告を行い掃討作戦スタート。 

 5 月には広東省内の 490 の宗族勢力「犯罪集団」を崩壊させ 1 万 2250 名逮捕。 

 8 月には湖北省で、半年で 16 件の犯罪案件を立件して 67 名逮捕・送検した。 

～一族イズムの均衡が崩れると大乱に 

中国共産党の最高指導者の習近平自身，あるいは腐敗摘発運動の先頭に立つ 

王岐山自身が一族イズムと無縁ではない。 

 信憑性の高い情報では習近平の姉夫婦、弟の習遠平もいわば習近平の一族は

元共産党高官の父親の習仲勲の権力を利用して莫大な財を成した大富豪だ。 

 習近平右腕として腐敗摘発の先頭に立つ王岐山は自分と家族で海南航空集団

にあらゆる便宜を図り、隠れ株主として大きな財産を築いた事は公然の秘密。 

 均衡が崩れると中国史上につきものの天下大乱であり無数の一族の間の果て

しない戦いが続く混沌の時代である。 

習近平や王岐山を代表とする共産党執行集団の人民に対する関係は王朝時代

の皇帝一族の官僚集団に対する関係、朝廷の人民に対する関係と全く同じだ。 

～皇帝一族が他と違う堂々たる理由が必要 

皇帝は官僚の腐敗の摘発に熱心であると同時に人民に対する抑圧にも全力を

挙げている。 

天下国家を我が物顔にしている皇帝一族に対して官僚集団と天下万民は常に

大きな不平不満を持っている、それに上手く対応しなければ天下国家の独占は

長く続かない。 

～中国史上最初の皇帝である秦の始皇帝は堂々たる理由を見いだせないで死に、

4 年後には一族の天下支配は崩壊した。 

前漢王朝の 7 代目武帝は、儒教思想の助けを貰って中国古典の中から「天命 

思想」を正当化の理由として見つけた。 

天は超越的な無言の存在であるから天下万民を直接支配する事はしないで 

天がこの世から特別の代理人を選んで天下万民への支配を代理人として遂行、

その選ばれた者こそが皇帝とその一族であり、そのよりどころは「天命」だ。 

～異民族の征服は「天命」の証明 

この様な「天命思想」こそ、が前漢時代以降 2 千年間にわたる皇帝支配を正当

化してきた中核的な政治理念である。 

ここで最大の問題は自分達がどうやって「天命」を受けている事を証明するか、 

 中国の皇帝たちが開発した「天命証明」の主な手段の一つは中国周辺の異民族

や国家を征服して彼らを「臣下」として服従させる事である。 

漢の武帝の時は西域の大半を征服し、ベトナムを征服し、朝鮮半島の半分を 



支配下に置いた。 

 後漢時代には「天命思想」が定着し、更に精緻化して「朝貢システム」として

完備、周辺の異民族を朝貢に誘ってくるために朝貢品より何十倍もの価値の

ある「下賜品」を相手に与える、中国皇帝にとっては取るに足らないコストに

過ぎない、自分が天命を受けた天子である事を証明してくれさえすれば皇帝

は大満足、それで彼は中国の天下万民を支配して欲しいままに搾取できる。 

～習近平が「民族の偉大なる復興」を掲げた理由 

要するに、近代以前の「朝貢システム」を再建して中華帝国の栄光ある地位を

取り戻すことにある。 

近代以前の世界では、中国は経済力においても文化力においても世界 NO1 だ

った、そして少なくともアジア地域においては中国が頂点に立って周辺の国々

がひれ伏して、服従していた、中国を頂点とした「朝貢システム」あるいは 

「華夷秩序」というものがあり中華民族にとって栄光の時代であった。 

しかし近代になって英・仏などが中国にアヘン戦争等を仕掛け散々打ち破った、

危うく西洋列強の植民地となるところだった、挙句の果てに、新興国の日本迄

もが「中国虐め」に加わり日本は先ず「琉球処分」を行って朝貢システムから

切り離し日清戦争に勝利して朝鮮も切り離し約 2 千年のシステムが崩壊した。 

欧米から「新植民地政策」だと批判された、この戦略は習政権が成立して中国

は 1 日も休むことなく南シナ海での軍事拠点づくりを急いできた、この海域は

いずれ、中国の軍事支配下に置かれる事になろう、しかし南シナ海は世界貿易

にとっての要路で世界貿易の約半分はこの海域を通ることになる。 

石油資源を全く持たない日本は日本経済と国民生活を成り立たせるためには、

毎日の様に中東地域から石油を大量に運ばなければならない生命線として使

っている。 

要するに南シナ海さえ押さえてしまえば政治と軍事的な意味で「新華夷秩序＝

朝貢システム」が再建される事になり中国のアジア支配は完成される事になり 

習近平政権が進めている「一帯一路」戦略と南シナ海戦略は表裏一体のもの。 

問題は宗族勢力と一族イズムとの闘いそしてアジア戦略は成功するのか・・・

答えは残念ながら今の状況を判断すれば答えは「NO」である。 

～習近平は一族イズムにもアメリカにも完敗する 

あの毛沢東さえも最終的に完敗した、毛沢東より遥かに小粒の習近平に勝ち目

はない。 

 オバマ政権が第二期に於いて「アジア回帰」を掲げリバランス戦略を打ち出し

2017 年 1 月に成立したトランプ政権は北朝鮮危機を何とか安定させ 18 年夏頃

から本格的な中国潰しにかかった。 

中国の対米輸出の約半分に当たる 2500 億ドル分に高い関税を課し、対外依存



型の中国経済にとって悪夢以外の何物でもない。 

ただでさえ国内の負債問題、金融危機、バブル崩壊の危険性など時限爆弾を抱

え衰退する一方の中国経済は外部からのとどめの一撃によって破綻への道を

歩むことになる。 

トランプ政権から仕掛けられた準敵国として全面的に封じ込めていく構えで、

この「全面戦争」に習近平に勝ち目はない。 

 ロシアのプーチンも北朝鮮の金正恩も中国のことを適当に利用しているだけ。 

アジア戦略の一環である「一帯一路」戦略は EU 諸国からも厳しく批判され、

アジア諸国から敬遠され今や風前の灯となっている、アメリカに仕掛けられた

「全面戦争」において習近平は益々孤立して敗色濃厚なことは一目瞭然だ。 

唯一憂慮されていて大いに警戒すべきは中国共産党政権と中国軍を掌握して

いる独裁者として自分の失敗を挽回する為にやけくその侵略戦争を発動して

アジア諸国を巻き添えにしてしまう事である。 

習近平の暴走と暴発をいかに阻止するのか、それこそ日本を含めたアジア諸国

とアメリカを中心とする国際社会が真剣に考えていかなければならない  

大問題の一つであろう。 

  （ 完 ）  

 

 


